































































































































































































































































































































否 定 形 → 肯 定 形
仮定形 確定形未来形 → 過去形㊥現実’形一度言及し宣否定 最初から存在触 媒 蝸ent量ty
　これは，既に小説の型の問題である。言葉と，それによってrefer⑫）一
指示一一されるものとの関係，すなわち，記号としての言葉の使われ方の差で
ある。
　＜肯定形＞においては，作晶内に，何らかの＜核＞たる＜事実＞があり，そ
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の求心性によって里作晶内の他の要素をそこに収東し里それらについて保証す
る。＜否定形＞は亜そのような＜核＞を持たず埋むしろ否定して画想像力によ
って各要素を遠心的に拡散させ理何の保証も祷たない。
　ここで里大江の＜小説作法＞というべきものについて蓼年代記的にふり返ろ
う③
　初期（1950年代）の短篇には里＜核＞が理視覚的影像として顕われている
ものが多い。r奇妙な仕事」鰯）の犬の群れ亜r死者の著り」のプールに漂う死
者里r鳩」鰯）の，壁に吊るされる動物、等がこの好例である。これらの作晶で
は，それぞれの視覚的イメージが作晶世界全体を覆い王その事件進行を一手に
引き受けている。
　＜闘争＞について扱ったr偽証の時」里そしてもっぱらrわれらの時代」以
後の長篇において亜本稿で名付けた＜否定形＞が表われる⑪すなわち理その内
部の＜事象＞一つによって里作晶内世界を翻御するような＜核＞が喪われる。
あるいは，＜核＞たるべき＜事象＞が里＜事実＞として顕われる以前1こ里言語
表現の先行によって上滑りし蓼その実係たる内容を麗示することなく里言語の
＜向う側＞へ遠ざかってしまう。
　　r＜われら＞の＜時代＞」，r（戦争に）く遅れてきた青年＞」里r〈日常
生活＞のく冒険＞」壷．r（時代に対する）く畔ぴ声＞」里という標題里さらに；
作中に見られる苗く革命＞囲〈戦争＞宜く連帯＞里〈ここヰり他の場所＞里く正
統一au批㎝tiCな世界＞葭〈アフリカ＞里〈朝鮮＞、く脱出＞壇等のキイワ
ードは里いずれも，テーマ性は豊かながら亜描象的であり里その指示物は諦テ
キスト内の人物の発言という間接的なものの里さらに仮定や未来の形において亜
実体の裏打ちなく里想像カの彼方へ拡散してしまう⑬〈軍隊＞は戦わず里〈革
命＞は起らず里逃亡の目的たる〈ここより磁の場所＞は里夢の彼方にしかない。
　大江の〈転換点＞（夕一ニング㊥ポイント）は垂65年のr個人的な体験」讐）
である。今亜gこでは多くを述べないがこの作晶では理それまでに語られ続け．
てきた〈仮定的未来＞への〈脱出＞が否定され囲それに代るものとしての里〈確
定的現在（既遂の存在）＞へのく忍酎＞が主張される（内容に即して言えば里
く頭が二つあるかのように見える奇型の息子＞を囲殺してアフリカヘ逃亡する
という計画を理一度言及した後に拒否し理鰯）最大限の努力を払って息子を
ひきうける決意をするわけである⑫）この作晶のく核＞には塵〈頭が二つある
ように見える瘤を持った赤んぼう＞があり，このイメージが作晶の全てを収東
固する。
　この後雪〈肯定形＞の作晶が表われる。各作晶において，〈軍隊＞がく核＞
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として顕在化し里〈戦い＞が記述される。また，く軍隊＞以外にも葭これらの
作晶では里く森＞く核シソレター＞く　の木＞く村＝国家＝小宇宙＞く壊す人＞
という様々な強力なく核＞がある。そして，実は，これらの〈軍隊＞の，事実
としての実対化と反比例するように，語られる内容たるく戦い＞の記述は，悪
事的唖黙示的な芭メタファーを管理する（と言うより，むしろヨメタファーの
独走を制御する）カを持ったゆえに生じた現象である。作中に存在する各要素
一事件，人物，現象一を保証する求心的な＜核＞の存在ゆえに，メタファー
は且その語りの保証の枠内で咀自由にふるまいうるのである。
　くわれら＞の＜時代＞は里一度く掴人的＞なく体験＞に収東されたゆえに、
く同時代＞ゲームヘと発展しえた。一度言及され，否定された＜軍隊＞は卑こ
の＜否定＞を経たからこそ〈肯定形＞となり里語られえなかった潜在的なく戦
い＞は，さらなる想像力によって日大きく夢幻的な，しかし存在性のある現実
物として，顕在化することになる。
ω　本籍における論及は，個々の作晶論ではなく，作者画大江健三郎を媒介とし，彼の
　処女作から最近作までの流れを，一つの大きな＜作晶＞として考える方法に近い。が，
　資料はあくまで小説テキストに限り，彼の評論活動や燭人的プライバシーは，捨象す
　る。
12〕＜文學界＞　一九五七年十月号
　　以後，名作晶における初出誌画年代を記す。
131＜文學界＞　一九五八年六月号
1盗〕＜中央公論＞　一九五八年九月号
15〕　（書下し画申央公論社）　一九五九年七月
161＜文學界＞　一九五九年八月～六○年三月号
m　＜新　潮＞一九六〇年九月～六二年二月号
181＜群像＞一九六二年十二月号
19〕＜文學界＞　一九六三年二月～六四年二月号
1玉01大江の作晶においては，＜脱走兵＞が多いことも，示唆的である。
　　r死者の奮り」＜文學界＞二九五七年八月号
　r芽むしり　仔撃ち」＜文學界＞　一九五八年六月号
　　r戦いの今日」等　一一そして，いずれも惨殺される。
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ω　＜群　像＞　一九六七年二月～七月号
⑫　＜生き方の指針＞’’後述するidentityに他ならない。
113〕⑫に同じ。
幽〕書下し，新潮社曲　一九七四隼十一月
（15〕＜存在価値＞一後述　identity　註e惨照
116〕
117〕
118）
1王9〕
20
2至〕
22
23
幽
蝸
2⑤
説惨照
　＜自己を確認＞一同じく　ide鮎ity　註2惨照
　書下し，新潮社曲　一九七九隼十一月
　＜偲値を確認＞一ide耐ity　註2惨照
　＜存在価値＞一　identity　註2鯵照
　「ここより他の場所」＜中央公論　臨時増刊＞　一九五九年七月
　ide皿tity一現在流布している文学術語として，その主体が，自らを自らである
と確認するところのもの，r自己の存在証明」「主体生」「固有の生き方や価値観」と
いう意味合いで，使用している。動詞　iden書i　fy．
至文堂『文芸用語の基礎知識』　昭和五四年四月版参照
　refer一一一言語学用語としての＜指示＞という意味において使用する。
　＜東京大学新聞＞　一九五七年五月
　＜文學界＞　一九五八年三月号
　書下し，新潮社　一九六四年八月
　すなわち，＜否定形＞の＜軍隊＞と同じプ1コセスをたどることになる。
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